


 

シンポジウムの開催にあたって 

 

 わが国の国土の70%近くは森林に覆われ，豊かな自然の源となっています．森は人々の生活にとって

空気や水のようになくてはならない存在ですが，これまでは，都会に暮らしていると日頃その重みを

忘れがちな存在でもありました． 

 近年，私達の身の回りには様々な地球規模の問題が噴出し，誰もがこのままでよいのだろうかと問

いかけながら出口を模索している状態にあると思われます。私達が直面しています様々な問題の中で，

環境問題は私達自身と次世代の生存基盤に関わる最も根元的な問題と考えられ，森林の存在やその果

たす役割への関心はかつてないほど高まっています． 

 本日のシンポジウムの舞台になります芦生の森は，京都・大阪・神戸の大都市圏に近接する今では

数少なくなった原生的天然林として大変貴重な自然でもあります．これまで京都大学演習林が地元美

山町と協力しながら，森の仕組みやその保存に関する研究を進めてきました．新聞報道で御存知のよ

うに，この豊かな森の将来を脅かしかねない異変が生じています．ミズナラやコナラなどのナラ類の

大木が急に枯死し始めています．このような現象は80年以上にわたる研究の中で，これまで経験した

ことがありません。京都大学では，緊急に研究チームも作り，昨年よりその実態の把握，原因の究明

ならびに防除対策に関する調査研究を進めています． 

 わが国の暖温帯を構成する最も重要な樹木はブナ科であり，ナラ類やシイ・カシ類はとりわけ重要

な存在です．ブナ科樹木の衰退や枯死は，ヨーロッパやアメリカでは古くより問題になってきました

が，わが国では1980年以降に急速に顕在化し，ナラ類の枯死は今では山形県から島根県に至る日本海

側の各府県に広がっています．わが国で発生しているブナ科の枯死は，カシノナガキクイムシと呼ば

れる甲虫類の一種とそれに共生する菌が直接の原因と考えられています．しかし，多様な環境変化，

とりわけ人為的な環境ストレスが近年におけるナラ枯れ多発の基本的な背景となっている可能性も十

分に推定されます． 

 京都大学では，1990年代後半より地球環境問題を21世紀の最重要課題の一つと位置づけ，その解決

に対応できる体系的な教育研究体制の整備が進められてきました．本日のシンポジウムを主催します

フィールド科学教育研究センターは，それまでの農学研究科附属演習林・亜熱帯植物実験所・水産実

験所ならびに理学研究科附属瀬戸臨海実験所の4施設を統合し，森から海までをつなぐ研究と教育の展

開を目指しています．ナラ枯れは，単に森林生態系のみの問題ではなく，最終的には沿岸海洋域にも

影響を及ぼす問題かもしれません． 

 本日は，ナラ枯れ問題の現場や研究の第一線で御活躍の皆様をお迎え

して，被害の実態，研究の現状，防除対策等の科学的データを提供いた

だき，ナラ枯れ問題の所在，木と昆虫と菌の微妙な関係，人と森の関わ

りなどについて広く議論をいただき，問題解決の糸口が得られればと願

っております． 

平成15年9月27日 

 

田中 克（京都大学フィールド科学教育研究センター長） 



 

講演「芦生研究林における森林保全と“ナラ枯れ”」 

中島 皇（京都大学フィールド科学教育研究センター） 

 
1956年 岡山県生まれ 
京都大学農学研究科博士課程修了(林学専攻)。1989年から６年間、芦生演習林勤務。カ
ナダ・アルバータ大学で１年間研究。1997年から北海道演習林長。2000年から芦生演習
林長。京都大学講師。農学博士。専門は砂防学を基礎とした森林保全学。 

 

 芦生研究林は、原生的な自然を維持している森とその中につくられた人工的な森を教育・研究に活

用可能なフィールドとして、学生、教官、研究者に貴重な調査地や実験材料を提供している。過去に

は奥山の事業所として伐採・搬出・造林・保育・製炭・林産物生産の事業を行い、地域経済に活力を

与えた歴史もある。同時に周辺地域や由良川の下流域に対しては「良好な環境」を維持する源であり、

地域住民や一般市民には森林教育・森林リクリエーションの場として利用され、公益的な役割を果た

している。 

 芦生研究林は京都府の北東部、福井・滋賀両県と境を接し、面積はおよそ4,200ha（方形とすれば東

西6km×南北7km）、大正10年(1921年)に京都大学が旧知井村の九ヶ字共有林の一部に学術研究および

実地演習の目的をもって99ヶ年の地上権を設定し、創設された。全国の27の大学に81の「大学の森」(演

習林、研究林等)があるが、その中でも極めて特殊な事情を持った演習林(研究林)である。日本海型と

太平洋型の各気候帯の移行帯に位置し、森林帯区分の上からも暖温帯林と冷温帯林の移行帯にあたる

ことから、植物の種類数の多いことがこの森林の特徴となっている。著名な分類学者の中井猛之進博

士が「植物ヲ學ブモノハ一度ハ京大ノ芦生演習林ヲ見ルベシ(1941)」と書いた森林である。動物も貴重

なものが数多く記録され、多くの種が生息している。林内の原生的な部分を含む天然林は、大規模に

残された森林として西日本では有数である(芦生研究林HP*「概況」参照)。 

 上述のようにこの森林が持つ多くの機能を保つためには、天然林を主とした森林そのものを「良好

な状態」で維持する必要がある。芦生の森にとっては、天災(気象害)、動物害、病虫害、環境汚染・公

害などの人間活動の影響、人間による直接的なインパクトなどが森林保全に関係する問題点として挙

げられる。 

 この森で昨年、ナラ枯れが確認された(芦生研究林HP*「教育・研究」参照)。日本海側で発生してい

た被害が京都府北部に入り、年々拡がってきた。林内では事務所構内(33林班)、内杉谷(5林班)、由良川

本流沿い(8･9･10林班)で、それぞれ41本(他にウラジロガシ2本)、24本、30本(尾根部のみ確認)の葉が茶

色になったミズナラの地際にフラス(木屑と虫糞の混合物)が確認された(他の林班でも何本か確認)。葉

が茶色になった木はほとんどがミズナラである。芦生研究林では①森林被害の長期的なモニタリング、

②現在、有効と考えられている防除法の実施、③ナラ枯れ(カシノナガキクイムシの生態やナラ菌の影

響)の原因究明、④予防・防除法の確立を４つのテーマとして調査・研究・防除に取り組んでいる。 

 このナラ枯れを森林保全の立場から考えたい。また、自然保護についても触れてみたい。 

 

*芦生研究林HP：http://www.fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/ より



 

        講演「京都府におけるナラ類集団枯死被害の実態とその対策」 

小林 正秀（京都府林業試験場） 

 
1966年 京都府生まれ 
京都府立大学農学部林学科卒業。1988年より京都府林業試験場夜久野分場に、1990年よ
り京都府林業試験場に勤務。緑化樹・林木育種・特産丹波クリ・林業機械・林業経営・

松くい虫・ナラ枯れ・竹の拡大問題など幅広く担当。 
 

 カシノナガキクイムシ（Platypus quercivorus

（Murayama）：以下、カシナガという）の穿入に伴う広

葉樹の枯死被害は、1934年に九州で初めて確認され、限

られた地域で断続的に発生してきた。しかし、1990年代

以降に急速に被害地域が拡大し、2002年までに１府17県

で被害が確認されている（図-1）。 

 京都府では、1991年に久美浜町での枯死が最初の被害

事例と推測される。その後、被害は急速に丹後半島一帯

に拡大し、2000年には中部の京北町にまで南下している

（図-2）。 

 被害地では、パルプ用材やシイタケ原木などの資源消

失の他に、枯死木の倒伏や土砂崩れ等の危険性の増大、

水源かん養機能の低下、季節はずれの葉の褐変による景

観の悪化など、公益的機能にも悪影響が生じている。ま

た、ミズナラ堅果を重要な食糧とするツキノワグマへの

影響など、他の動植物に与える影響も危惧されている。 

 カシナガに穿入された立木が萎凋枯死に至る原因は、

カシナガが材内に持ち込んだ病原菌（Raffaelea quercivora 

Kubono et Ito）によって、辺材部に通水の停止した黒色か

ら褐色の変色域が拡大し、道管の通水機能が完全に停止

するためと考えられる。そこで、病原菌の運搬者である

カシナガの駆除を目的とする防除法が検討・開発され、

これらの防除法を用いた懸命な防除事業が各地で実施さ

れている。 

 京都府では、被害を早期に発見して防除対策を講じるため、被害実態調査を行ってきた。ここでは、

被害実態調査から推察される被害発生要因と被害対策について報告するとともに、本被害が現代社会

に問いかけている問題について触れてみたい。
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図-1 全国における被害が最初に確認された年
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図-2 京都府における被害が最初に確認された年
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         講演「カシノナガキクイムシの生態とナラ類集団枯損の拡大様式」 

鎌田 直人（金沢大学自然科学研究科） 
 

1962年 山梨県生まれ 
東京大学大学院農学系研究科修士課程中退。1985年より農林水産省林業試験場研究員。
1995年より農林水産省森林総合研究所東北支所主任研究官。1997年より、金沢大学大学院
自然科学研究科生命科学専攻助教授を務める。現在の研究テーマは伝染性流行病の観点か

らみたナラ枯れの特徴と防除の展望。博士（農学）。日本生態学会宮地賞受賞。 
 

 本州日本海側の各地を中心に発生しているナラ類の枯死は、Raffaelea quercivora（以下、「ナラ菌」）

というカシノナガキクイムシ（以下、「カシナガ」）の共生菌によって引き起こされる「伝染性の流

行病」である。カシナガが穿孔したミズナラの枯死率は高く、最初に穿孔を受けた年の枯死率は石川

県で約40%、山形県では約70％にもなる。一般に、感染力・病原力がともに強い性質を併せもつ病原菌

は、自らの寄主を絶滅させてしまうか、もしくは抵抗性の寄主個体が選抜されるため、長い共進化の

過程では残りにくい性質である。ミズナラは、カシナガの繁殖率がもっとも高いのに樹種選好性は低

いこと、逆に、ナラ菌による死亡率が最も高いことから、演者は、ナラ菌とカシナガは比較的最近に

なってミズナラの生息地に侵入した穿入病害虫と推測する。現在、同心円状にナラ枯れの被害が拡大

していることも、侵入病害虫と推測する根拠のひとつである。カシナガ成虫が風に流されて移動する

性質があるため、偏西風の影響を受けて同心円の東～北東方向への拡大速度が速い。1997年に石川県

に侵入してから2002年に富山県に侵入するまでのスピードは、年10km以上と計算されている。これら

は、カシナガ成虫が風に運ばれることによる長距離分散が原因と推測されているが、詳しいメカニズ

ムは不明である。一方、ランドスケープレベルでは、前年の被害から約500m離れたところに被害のピ

ークができるが、これはカシナガ成虫の長距離移動によって引き起こされたものと推測される。さら

に林分レベルでは、前年の被害木の周辺に翌年被害が広がる。少なくともこれら３つの分布拡大メカ

ニズムが複合的に働いている。カシナガ成虫は正の走光性を持つため、ギャップや林道沿いなどの林

縁部、林内の比較的明るい場所に集まる性質がある。風倒木の周辺や林道の周辺から被害が発生する

のは、風倒木自身がカシナガの繁殖源になることも原因の一つかもしれないが、走光性によって成虫

が集まることが関係しているものと推測される。広葉樹林の中下層木を下刈りする「広葉樹施業」が

近年行われるようになったが、林内が明るくなるため、カシナガを誘引して被害を誘発する可能性が

あるので注意を促したい。また、被害木の幹に薬剤を注入する防除法が検討されており、高い殺虫率

が報告されている。しかし、カシナガの場合、生き残った被害木でも、枯死木と同程度に繁殖できる

ため、生存木にも処理を施さなければ防除効果は期待できない。生存木に薬剤を注入すると薬害によ

って木が枯死する場合があるうえ、注入のためのドリル穿孔によって木の物理的強度を低下させる。

生存木を枯死させない薬剤の開発か、まったく別の防除法の開発が必要である。カシナガに穿孔され

た寄主木が枯れるのはナラ菌の侵入によって辺材の細胞が壊死し、水分通道が停止するためである。

カシナガはこの壊死変色部には穿孔しないため、１年目のカシナガの穿孔で生き残ったミズナラでは、

穿孔２年目には、カシナガの穿孔数が減少してほとんど枯死しなくなる。穿孔したカシナガの繁殖率

も低い。この性質を利用した防除の可能性についても紹介する。



 

         講演「ブナ科樹木の枯死被害に関連する菌類」 

伊藤進一郎（三重大学生物資源学部） 
 

1948年 三重県生まれ 
東京大学大学院農学系研究科林学専攻課程博士課程退学。1974年より東京大学農学部助
手。1986年より林業試験場保護部主任研究官、同試験場関西支場主任研究官、保護部樹
病研究室長、森林総合研究所関西支所保護部樹病研究室長、同研究所東北支所保護部樹

病研究室長を歴任。1998年より三重大学生物資源学部助教授を務める。専門は樹病学、
森林微生物学。 

 

1980年以降、本州日本海側の地域でナラ類（主にコナラとミズナラ）が集団的に枯死する被害が発

生し、大きな問題となっている。枯死木には、例外なくカシノナガキクイムシの穿入が認められるが、

この甲虫の加害のみで枯死が発生するとの解釈には疑問が投げかけられてきた。カシノナガキクイム

シに近縁の甲虫類には、病原菌を運搬して針葉樹や広葉樹を枯死させる森林被害が知られている。そ

こで、枯死木や被害木の菌類に注目した結果、内樹皮の褐変した部位、辺材部の変色域、カシノナガ

キクイムシの坑道壁などから、Raffaelea 属の菌類が優占的に検出されることが明らかとなった。また、

カシノナガキクイムシの幼虫や成虫の体表からも、Raffaelea 属菌が検出された。今回検出された

Raffaelea 属菌は、世界で今までに報告された10種とは形態的に明らかに異なることから、新種 R. 

quercivora と同定された。 

R. quercivora の病原性を明らかにするため、被害未発生地のミズナラやコナラに対して接種試験を

行なった結果、接種後10日から２週間で葉の萎凋症状が認められ、その後急激に全葉が赤変し、約１

ヵ月で枯死することが確かめられた。また、苗木に対する接種試験では、ブナ科の落葉性樹種に対し

て病原性を示すことが明らかにされた。これら接種試験の結果から、今回検出された R. quercivora は、

ナラ類（特にミズナラとコナラ）に対して病原性が有することが明らかとなった。 

被害発生地では、ナラ類は急激に萎凋、枯死することが観察されている。このような急激な萎凋現

象は、マツの材線虫病に見られる被害の進展と類似している。カシノナガキクイムシが加害を始めて

からナラ類の症状が進展する過程において、急激に水ポテンシャル値が低下することから、樹木の通

水組織に異常が発生し、萎凋、枯死するものと考えられる。  

今までの知見を総合すると、病原菌 R. quercivora はカシノナガキクイムシによって伝播され、この

菌が通水機能の異常に関与し、ナラ類の枯死被害が発生する考えられる。日本で発生したブナ科樹木

の枯死被害は、カシノナガキクイムシと Raffaelea 属菌が関与した、今まで世界に例のない森林被害で

ある。 



 

講演「芦生研究林における“ナラ枯れ”防除の取り組み」 

山崎 理正（京都大学農学研究科） 
 

1969年 兵庫県生まれ 
京都大学農学研究科農林生物学専攻博士課程中退。1994年より京都大学農学部附属演習林
助手、1997年より京都大学農学研究科森林科学専攻助手を務める。現在の研究テーマは、
樹木と植食性昆虫の相互作用・樹冠内における被食レベルの空間的及び時間的変異。 

 

平成14年夏、芦生研究林内でミズナラの枯損が広範囲にわたって確認された。被害木では例外なく

カシノナガキクイムシの穿入が見受けられ、本州日本海側を中心に被害が拡大しているいわゆる“ナ

ラ枯れ”と診断された。被害木を放置すると次年度以降の大幅な被害拡大が予想されたので、その被

害を最小限に食い止めるべく防除作業を計画した。 

芦生研究林は由良川の源流域に位置するので、薬剤を用いる防除は下流域に及ぼす影響を考慮する

と実施が難しい。また、同研究林では急斜面など現場に行き着くことさえ危険な場所も多いので、被

害木の伐倒は難しい。また、たとえ伐倒できたとしても麓まで搬出するのは困難きわまりない。そこ

で，枯死木を伐倒せずに立木のままで処理する方法として、本病の病原菌（通称ナラ菌）の拮抗菌と

して候補に挙がっているシイタケ菌を枯死立木に打ち込む作業を行った。背負い式ドリルを用いた本

防除作業について、写真を交えて報告する。また、シイタケ菌以外の新たな生物防除の可能性を探る

ため、現場から搬出できた一部枯死材を用いて各種候補菌の接種試験を行い、翌年のカシノナガキク

イムシの羽化消長を比較した。本実験の結果について、今後の防除への適用の可能性も含めて報告す

る。 

 

 

背負い式ドリルを用いた防除作業 羽化トラップの取り付け作業 



 

 

パネラー 

石井 晃（朝日新聞大阪本社） 

1944年 兵庫県生まれ 

関西学院大学卒業。1971年朝日新聞社入社。大阪本社社会部部員、和歌山支局長、論 

説委員などを経て、2002年4月から朝日新聞編集委員。担当は関西の社会事象全般。 

「グリーン・パワー」(森林文化協会発行)の2001.1月号から2003.4月号まで時評を連 

載。著書に「100%大阪人 なんでもアンチになる理由」(幻冬社文庫)。 

 

 

パネラー 

主原 憲司（芦生の自然を守り生かす会） 

1948年 京都府生まれ 

洛南高等学校卒業。京友禅下絵師や京都春草園(病虫害担当)勤務を経験。丹波山地域の自

然保護運動に関わり、ブナ科植物を中心に、植物及び昆虫類等における生物季節の経年変

化を調査する。現在、芦生の自然を守り生かす会副会長、北山の自然と文化を守る会幹事、

大阪産業大学非常勤講師。 

 

 

パネラー 

松下 正徳（京都府森林保全課） 

1950年 鹿児島県生まれ 

宇都宮大学卒業(林学)。1974年京都府庁へ就職。峰山、園部、福知山、亀岡の各地方 

振興局と本庁に勤務。この間、林業改良指導員、造林事業、森林計画業務、林業構造 

改善事業、林産振興業務等に従事。2003年4月から森林保全課長。学生時代は体育会 

系でバレーボールに励む。趣味は魚釣り、歴史探訪。 

 

 

総合司会 

竹内 典之（京都大学フィールド科学教育研究センター） 

1944年 京都府生まれ 

京都大学農学研究科博士課程中退(林学専攻)。1971年から北海道演習林、和歌山演習林、

芦生演習林、演習林本部に勤務。現在、フィールド科学教育研究センター森林生物圏部門

教授、企画情報室長、北海道研究林長。また、協力講座として農学研究科森林科学専攻森

林情報学分野教授。農学博士。専門は森林資源管理学。 
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